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解説

ふるさと納税
返礼品の一例

ボールペン

ゴルフボール

いくら

手すき和紙

酢

第 4 回  定 例 会

　総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
職
員
の
勤
務
時
間
，
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ
　
職
員
が
介
護
休
暇
等
で
休
み
を
取
得

す
る
場
合
、
期
末
勤
勉
手
当
や
人
事
評
価

に
も
影
響
が
出
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
直
ち
に
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
な
る
よ
う

な
影
響
は
出
な
い
が
、
長
期
間
勤
務
し
な

い
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
減
額
の

可
能
性
は
あ
る
。

Ｑ
　
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
問
う
。

Ａ
　
平
成
27
年
度
は
平
均
し
て
約
11
日
取

得
し
て
い
る
。
振
替
休
暇
の
ほ
う
が
取
得

し
や
す
く
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
使
用
す

る
こ
と
も
あ
り
、
取
得
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

●
平
成
28
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，
９

６
１
万
６
千
円
を
追
加
す
る
も
の

〇
主
な
内
容

【
歳
入
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

１
，
５
０
０
万
円

【
歳
出
】

・
防
火
水
槽
設
置
工
事

５
８
０
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
支
援
事
業96

万
円

・
老
人
集
会
所
改
修
事
業
補
助
金

（
阿
多
田
地
区
　
再
編
交
付
金
）

５
０
０
万
円

Ｑ
　
阿
多
田
地
区
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、
入
札
申
込
み

が
無
く
成
立
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
来
年
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
改

め
て
整
備
を
考
え
て
お
り
、
新
年
度
予
算

案
に
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
年
度
受

注
者
が
い
な
か
っ
た
理
由
を
精
査
し
、
整

備
費
用
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

Ｑ
　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
大
竹
市

内
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
今
年
度
の
被
害
に
つ
い
て
は
ま
だ
把

握
で
き
て
い
な
い
。
最
近
は
イ
ノ
シ
シ
が

家
庭
菜
園
を
狙
っ
て
畑
を
荒
ら
す
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
、
各
地
域
に
出
向
い
て
地

元
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
被
害
の
多
い
地
域
に
出
向
い
て
被
害
防

止
の
対
策
を
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在
の
寄
付
状

況
、
ま
た
目
標
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
寄
付
者
件
数
６
６
７
件
、
寄
付
金
額

１
，
５
４
０
万
円
と
い
う
の
が
11
月
末
現

在
の
状
況
で
あ
る
。
目
標
に
つ
い
て
は

２
，
５
０
０
万
円
に
設
定
し
、
今
回
当
初

予
算
か
ら
１
，
５
０
０
万
円
を
補
正
し

た
。

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
者
の
う
ち
、

市
内
の
方
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
、
ま

た
、
市
内
の
方
の
場
合
、
税
金
の
控
除

額
、
返
礼
品
に
か
か
る
経
費
と
の
兼
ね
合

い
か
ら
赤
字
に
な
ら
な
い
の
か
問
う
。

Ａ
　
市
内
の
方
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数

は
28
件
で
あ
る
。
市
内
の
方
か
ら
し
て
い

た
だ
い
た
場
合
で
も
、
市
民
税
が
減
額
さ

れ
た
分
の
75
％
が
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て

補
て
ん
さ
れ
る
た
め
、
入
り
の
ほ
う
が
大

き
く
な
る
。

●
そ
の
他
の
議
案
　
６
件

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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解説

解説

解説

解説

県道栗谷大野線（谷尻バイパス）

第4回定例会は、平成28年12月1日～12月14日の14日間行われました。
詳細については、平成29年３月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ，
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。

　生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
市
が
管
理
す
る
道
路
及
び
そ
の
付

属
物
の
占
用
を
許
可
し
た
時
の
占
用
料

を
改
正
す
る
も
の
。

Ｑ
　
こ
の
度
の
改
正
で
、
占
用
料
収
入
は

ど
の
程
度
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
る
の
か

問
う
。

Ａ
　
来
年
度
の
歳
入
に
お
い
て
、
道
路
占

用
料
は
前
年
度
比
約
29
％
減
の
約
２
６
０

万
円
減
額
、
水
路
占
用
料
は
前
年
度
比
約

23
％
減
の
約
１
６
０
万
円
減
額
と
な
り
、

合
計
約
４
２
０
万
円
程
度
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

Ｑ
　
改
正
後
の
占
用
料
に
つ
い
て
、
国
及

び
県
の
基
準
と
異
な
る
額
を
独
自
に
設
定

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
今
回
の
改
正
は
、
全
て
国
・
県
の
基

準
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
県
道
栗
谷
大
野
線(

谷
尻
バ
イ
パ
ス)

の

道
路
改
良
事
業
の
供
用
開
始
に
伴
う
旧

道
部
分
の
県
道
が
市
に
移
管
さ
れ
る
た

め
、
市
道
路
線
の
認
定
を
す
る
も
の
。

Ｑ
　
当
該
路
線
は
本
市
部
分
と
廿
日
市
市

部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
仮
に
廿
日
市
市

部
分
で
、
維
持
管
理
の
対
応
に
費
用
が
発

生
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
を
廿
日
市
市
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
取
り
決
め
と
な
っ

て
い
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
本
市
及
び
廿
日
市
市
が
、
お
互
い

の
市
域
外
の
部
分
で
簡
易
な
維
持
工
事

な
ど
緊
急
対
応
が
発
生
し
た
場
合
は
、

後
日
、
費
用
の
こ
と
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

●
平
成
28
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
を
５
３
０
万
円
追
加
補

正
す
る
も
の
。
（
経
済
活
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
支
出
）

Ｑ
　
弥
栄
ダ
ム
の
水
位
計
の
修
繕
等
に
伴

う
負
担
金
の
増
額
に
よ
る
、
補
正
予
算
計

上
と
い
う
こ
と
だ
が
、
当
初
予
定
し
て
い

な
い
不
測
の
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
当
該
水
位
計
に
つ
い
て
は
ダ
ム
の
堰

堤
に
取
り
付
け
て
あ
る
板
形
状
の
も
の
で

あ
り
、
老
朽
化
等
も
あ
り
目
視
に
よ
る
確

認
が
困
難
な
状
態
と
な
っ
た
。
当
初
の
事

業
予
定
に
な
か
っ
た
た
め
、
補
正
予
算
を

計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　
ダ
ム
の
水
量
は
、
水
位
計
の
目
視
に
よ

り
確
認
で
き
る
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
問
う
。

Ａ
　
通
常
時
は
遠
隔
監
視
装
置
に
よ
り

管
理
さ
れ
て
い
る
。
今
回
修
繕
す
る
水

位
計
は
停
電
等
非
常
時
用
の
水
位
計
で

あ
り
、
監
視
装
置
に
不
具
合
が
生
じ
た

場
合
、
当
該
水
位
計
に
よ
る
目
視
確
認

が
必
要
と
な
る
。

●
平
成
28
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
資
本
的
支
出
を
８
４
０
万
円
追
加
補

正
す
る
も
の
。
（
施
設
の
建
設
改
良
な

ど
に
関
す
る
投
資
的
な
支
出
）

Ｑ
　
住
宅
新
築
な
ど
に
よ
る
取
付
管
工
事

の
増
加
に
伴
う
補
正
予
算
計
上
と
の
こ
と

だ
が
、
当
初
の
見
込
み
、
ま
た
そ
れ
に
対

し
て
ど
の
程
度
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る

か
問
う
。

Ａ
　
今
年
度
は
11
月
末
現
在
で
24
件
の
申

請
が
あ
っ
た
。
今
後
の
見
込
み
と
し
て
民

間
の
事
業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
も
の
を

集
計
し
て
お
り
、
現
時
点
で
さ
ら
に
20
件

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
例
年
と

し
て
は
平
成
27
年
度
及
び
平
成
26
年
度
は

と
も
に
27
件
の
実
績
で
あ
り
、
今
年
度
は

そ
れ
よ
り
多
い
見
込
み
と
な
る
。

●
そ
の
他
の
議
案
　
２
件

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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平成 27 年度決算を審査
９月定例会において提案された、平成２７年度各会計決算は、３日間（10 月４、５、６日）にわ
たり決算特別委員会において審査され、12月 14 日本会議で全会計とも認定されました。

一般会計　歳入総額　136億 782万円

　平成 27年度に一般会計に入ってきたお金（歳入）と、そこから使ったお金（歳出）の差し引きは、
３億２,０１１万円になりました。
　そこから平成 28 年度に繰り越しした財源（平成 27 年度に実施予定事業の一部を平成 28 年度に
行うことにしたため）１,０１１万円を差し引いた３億１,０００万円が平成 27 年度に実際に残った
お金です。
　このうち、２億円を財政調整基金（※）に積み立てました。
※年度間の財源の不均等を調整するための貯蓄

一般会計の概要

一般会計　歳出総額　132億 8,771 万円

民生費
39億 1,875 万円（29.5%）
福祉、保育所運営などの経費

公債費
20億 9,453 万円（15.8%）
過去の借入金の返済金

自主
財源

依存
財源

災害復旧費
1,967 万円（0.1%）
災害復旧にかかる経費

労働費　1億 2,009 万円（0.9%）
議会費　1億 9,678 万円（1.5%）

土木費　20億 618万円（15.1%）
道路・公園などの経費

衛生費
9億 1,088 万円（6.9%）
衛生的な生活環境を守るための経費

教育費
13億 160円（9.8%）

消防費　5億 5,922 円（4.2%）

商工費　2億 999万円（1.6%）
商工業の振興や観光宣伝などの経費

農林水産業費　2億 280万円（1.5%）

総務費
17億 4,722 万円（13.1%）
市の全般的な管理事務経費等

市税
54億 4,425 万円（40.0%）
市債
18億 4,078 万円（13.5%）

地方譲与税
7,398 万円（0.5%）
国が徴収した税の一部を一定割合で
譲与されたお金

その他国や県からの交付金　
6億 5,440 万円（4.8%）

県支出金　6億 7,926 万円（5.0%）
特定の目的のため県から交付されたお金

諸収入　4億 3,441 万円（3.2%）

繰越金　7,555 万円（0.6%）
前年度から繰り越したお金

使用料および手数料　2億 9,504 万円（2.2%）
市営住宅使用料，ごみ・し尿処理手数料など

分担金および負担金　
2億 2,040 万円（1.6%）

財産収入・寄付金　
2,663 万円（0.2%）

地方交付税
15億 4,747 万円（11.4%）
市の財政力などに応じて国から交付されたお金

繰入金　3億 1,591 万円（2.3%）
財政調整基金繰入金など

国庫支出金　
19億 9,974 万円（14.7%）
特定の目的のため国から交付されたお金

市議会だより　2017（平成29）.2 4



なかはま保育所

決算特別委員会での質疑

平成27年度 会計別決算額

一
　般
　会
　計

●
議
会
の
情
報
公
開
の
状
況
に
つ

い
て

Ｑ
　
市
議
会
の
情
報
公
開
状
況
を
問

う
。

Ａ
　
議
会
事
務
局
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
政
務
活
動
費
の
収
支
報

告
書
公
開
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
公
開

と
な
れ
ば
、
議
会
事
務
局
と
し
て
準
備

を
し
て
い
き
た
い
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て

Ｑ
　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
人
件
費
と
し
て
１
，
７
０
０
万

円
程
度
の
予
算
を
使
っ
て
就
労
者
は

３
名
で
あ
る
が
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
　
実
際
の
相
談
人
数
は
約
60
名
で
あ

り
、
金
銭
的
な
支
援
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
方
も
多
く
効
果
は
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

●
保
育
所
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

Ｑ
　
な
か
は
ま
保
育
所
の
完
成
時
期

が
昭
和
48
年
な
ど
、
保
育
所
の
多
く

は
建
築
基
準
法
改
正
前
の
建
築
で
あ

る
。
耐
震
補
強
は
さ
れ
て
い
る
の
か

問
う
。

Ａ
　
耐
震
診
断
の
結
果
、
地
震
の
振
動

及
び
衝
撃
に
対
し
て
、
倒
壊
、
崩
壊
す

る
危
険
性
は
低
か
っ
た
が
、
外
壁
の
中

性
化
（
劣
化
）
が
進
ん
で
い
る
と
い
う

指
摘
が
あ
っ
た
た
め
補
修
し
て
い
る
。

‥‥‥ ‥‥‥

　 歳　　入 歳　　出 差　　引

一般会計 136億  782万円 132億8,771万円 3億2,011万円

特 別 会 計

国民健康保険 43億5,018万円 43億4,712万円 306万円

漁業集落排水 2,840万円 2,840万円 0円

農業集落排水 4,238万円 4,238万円 0円

港湾及び漁港施設管理受託 7,897万円 5,005万円 2,892万円

土地造成 6億4,091万円 12億6,228万円 △6億2,137万円

介護保険 24億9,145万円 24億1,264万円 7,881万円

後期高齢者医療 4億831万円 4億685万円 146万円

合　計 80億4,061万円 85億4,972万円 △5億　911万円

総 合 計 216億4,843万円 218億3,744万円 △1億8,901万円

※ 端数処理をしています
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平成26年8月6日
本町一丁目交差点付近

大竹市
PRキャラクター
コイちゃん

●
市
の
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
　
大
雨
が
降
る
た
び
に
立
戸
地
区

な
ど
特
定
の
地
域
の
方
が
浸
水
被
害

を
受
け
て
い
る
。
早
期
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
大
竹
を
よ
い
安
全
な
ま
ち
に
し
て

い
く
た
め
に
、
雨
水
計
画
の
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
長
い
時
間
と
大
き
な
費

用
を
要
す
る
が
、
大
竹
地
区
や
立
戸
地

区
な
ど
毎
年
の
よ
う
に
被
害
を
受
け
る

地
域
の
水
路
改
修
等
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
水
路
の
氾
濫
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
農
業
委
員
会
法
の
改
正
点
に
つ

い
て

Ｑ
　
農
業
委
員
会
法
改
正
で
委
員
の
選

任
方
法
が
変
更
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
　
平
成
28
年
４
月
の
改
正
点
は
、①

市
長
の
任
命
制
、②
認
定
農
業
者
を
入

れ
る
、③
利
害
関
係
の
な
い
人
を
１
名

以
上
入
れ
る
、④
女
性
・
青
年
を
な
る

べ
く
採
用
す
る
、
の
４
点
で
あ
る
。
現

在
の
農
業
委
員
の
任
期
は
平
成
29
年
７

月
19
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
つ

い
て
は
新
体
制
で
の
農
業
委
員
会
と
な

る
。

●
ご
み
の
広
域
処
理
事
業
に
つ
い

てＱ
　
ご
み
の
広
域
処
理
事
業
は
平
成

31
年
４
月
か
ら
の
稼
働
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
そ
の
進
捗
状
況
と
、
併
せ

て
燃
や
す
ご
み
の
有
料
化
の
成
果
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
広
域
処
理
事
業
は
、
新
た
な
処
理

施
設
運
営
を
公
設
民
営
で
行
う
。
廿
日

市
市
が
実
施
の
総
合
評
価
一
般
競
争
入

札
の
結
果
業
者
が
決
定
し
た
。
平
成
29

年
２
月
か
ら
施
設
の
建
設
に
着
工
予
定

で
平
成
31
年
の
稼
働
に
間
に
合
う
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
に
ご
み
処
理

手
数
料
導
入
後
、
家
庭
か
ら
の
燃
や

す
ご
み
に
つ
い
て
は
着
実
に
減
少
し

て
い
る
。

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

Ｑ
　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
聞
こ
え
に
く
い
な
ど
の
苦
情

が
あ
る
の
か
問
う
。
ま
た
、
こ
の
防

災
行
政
無
線
を
市
民
へ
の
情
報
提
供

の
手
段
と
し
て
、
も
っ
と
利
用
で
き

な
い
の
か
問
う
。

Ａ
　
ス
ピ
ー
カ
ー
の
新
規
整
備
に
よ
り
、

お
お
む
ね
聞
こ
え
に
く
い
地
域
は
解
消

さ
れ
た
。
個
々
の
苦
情
に
つ
い
て
は
随

時
対
応
し
て
い
る
。
苦
情
の
件
数
は
、

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
た
こ
と

も
あ
り
減
っ
て
い
る
。

　
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
き
た
場
合
、
防
災

無
線
へ
の
関
心
が
薄
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な

重
要
な
こ
と
や
災
害
に
関
す
る
こ
と
に

限
っ
て
放
送
し
て
い
る
。

●
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
つ
い
て

Ｑ
　
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
つ
い
て
、

大
竹
市
の
負
担
、
約
１
億
１
，
１
５
０

万
円
を
か
け
て
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、大
竹
市
、廿
日
市
市
、江
田
島
市
、

広
島
市
な
ど
広
域
で
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
何
が
良
く
な
っ
た
か

を
問
う
。

Ａ
　
音
声
を
一
度
デ
ジ
タ
ル
信
号
化
し

て
い
る
の
で
、
情
報
の
秘
匿
性
が
向
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
基
地
局
を
２
局
設

置
し
た
た
め
栗
谷
地
区
等
で
も
災
害
時

に
無
線
で
通
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
通
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
大
規
模
災
害
等
に
は
迅

速
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

●
地
方
債
残
高
に
つ
い
て

Ｑ
　
財
政
推
計
に
お
け
る
財
政
指
標

等
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
地
方
債
現

在
高
が
平
成
29
年
、
30
年
と
増
え
て

い
る
が
、
内
容
を
問
う
。

Ａ
　
財
政
推
計
に
お
け
る
地
方
債
残
高

に
は
、
廿
日
市
市
と
の
ご
み
の
広
域
化

負
担
分
の
起
債
、
大
竹
駅
の
橋
上
化
も

見
込
ん
で
い
る
が
、
小
方
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
り
見
込

ん
で
い
な
い
。

防災行政無線
テレホンサービス

※通話料無料
0120－590－131
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みどり児童クラブ

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て

Ｑ
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
、
１
０
０
％
受
け
入

れ
が
可
能
な
状
況
か
問
う
。

Ａ
　
大
竹
小
学
校
は
全
て
受
け
入
れ
て

い
る
。
小
方
小
学
校
で
は
低
学
年
は
、

全
て
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
高
学
年
は
、

特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童
を
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
玖
波

小
学
校
は
、
建
替
え
が
終
了
す
る
ま
で

は
面
積
の
関
係
で
低
学
年
の
み
受
け
入

れ
と
し
て
い
る
。

特
　別
　会
　計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

港
湾
施
設
管
理
受
託
特
別
会
計

土
地
造
成
特
別
会
計

●
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
策
定
事
業
に
つ

い
て

Ｑ
　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
事
業

（※

）
が
策
定
さ
れ
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
周

知
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
こ

れ
か
ら
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
考
え
を

問
う
。

Ａ
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
る
。
55
ペ
ー
ジ
あ
り
、
専
門

用
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
誰
も

が
わ
か
り
や
す
い
概
要
版
な
ど
の
作
成

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（※

）
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
医

療
費
デ
ー
タ
と
特
定
健
康
診
査
の
受
診

デ
ー
タ
を
突
合
・
分
析
し
、
市
の
国
民

健
康
保
険
が
実
施
す
る
保
険
事
業
の
見

直
し
を
す
る
事
業
　

●
玖
波
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

Ｑ
　
平
成
27
年
度
に
開
設
し
た
玖
波

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
事

業
を
拡
大
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
県
に
事
業
費
を

つ
け
て
も
ら
え
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
玖
波
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院
内
に
設
置

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
平
成
22
年
度
か

ら
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
平
成
26
年
度
に
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
と
地
域
支
援
推
進
員
を
、
平
成

27
年
度
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
合
併
型

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
県
と
市
が
一
緒

に
進
め
て
き
た
事
業
で
あ
る
。
認
知
症

の
包
括
的
支
援
が
行
え
る
こ
と
か
ら
成

果
も
出
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
９

月
29
日
に
初
回
が
行
わ
れ
毎
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
の
開
催
と
伺
っ
て
い
る
。　

　
現
在
の
事
業
費
を
維
持
し
、
こ
う
し

た
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

●
大
竹
港
の
荷
動
き
の
状
況
に
つ

い
て

Ｑ
　
現
在
の
大
竹
港
の
荷
動
き
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
今
は
外
国
船
の
航
路
も
復
活
し
順

調
に
伸
び
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

は
、
国
の
施
策
に
よ
り
、
瀬
戸
内
海
に

阪
神
港
、
東
京
に
は
京
浜
港
と
い
う
会

社
を
つ
く
り
、
巨
大
な
船
が
一
つ
の
港

に
集
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
各
地
方
港
レ

ベ
ル
に
分
配
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

動
向
で
あ
る
。

出展：国土交通省ホームページ
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本会議へ

特
別
委
員
会
で
採
決
の
結
果

全
会
計
と
も
認
定

本
会
議
で
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　全
会
計
と
も
認
定

決 

算 

特 

別 

委 

員

委  

員  

長

　
　寺
　岡
　公
　章

副
委
員
長

　
　藤
　井
　
　
　馨

委
　
　員

　
　末
　広
　和
　基

北
　地
　範
　久

和
　田
　芳
　弘

大
　井
　
　
　渉

山
　崎
　年
　一

田
　中
　実
　穂

〜
委
員
会
で
の
討
論
〜

 
一  
般  

会  

計

【
反
対
討
論
】

〇「
御
園
６
号
棟
の
建
設
場
所
の
問

題
や
、
小
方
公
民
館
の
廃
止
に
お
い

て
は
、
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
認

定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
賛
成
の

立
場
で
討
論
す
る
。
詳
し
く
は
本

会
議
場
で
行
い
た
い
と
思
う
」

 

特  

別  

会  

計

 

土
地
造
成
特
別
会
計

【
反
対
討
論
】

〇「
市
民
負
担
が
こ
れ
か
ら
起
こ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
を

す
る
」

〜
本
会
議
で
の
討
論
〜

【
反
対
討
論
】

〇「
大
願
寺
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
、

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
の
根
拠
が

説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
募
集

の
仕
方
に
違
和
感
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
こ
と
に
関
連
す
る
一
般
会
計

と
土
地
特
会
は
反
対
」

〇「
一
般
会
計
は
お
お
む
ね
賛
成
で

あ
る
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
裁
判

で
関
係
者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
た

の
で
反
対
。
土
地
特
会
は
裁
判
の
と

お
り
違
法
な
価
格
で
大
願
寺
土
地
を

売
却
し
た
た
め
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
総
合

計
画
を
推
進
し
、
よ
い
ま
ち
大
竹
が
実

感
で
き
る
施
策
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま

た
、
全
会
計
の
借
入
金
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
て
全
会
計
に
賛
成
」

〇「
決
算
委
員
会
で
は
、
委
員
か
ら

の
質
問
に
対
し
適
切
な
答
弁
が
即
座

に
あ
り
信
頼
で
き
る
と
判
断
し
た
。

加
え
て
ひ
っ
迫
の
状
況
下
に
お
い
て
、

努
力
の
成
果
が
読
み
取
れ
る
た
め
す

べ
て
の
会
計
に
賛
成
」

「市政のあらまし（平成28年度版）」を
販売しています。
「市政のあらまし（平成28年度版）」を
販売しています。1冊1,000円
市のあゆみ、人口規模や予算・決算状況をはじ
め、市の業務全般にわたる状況が集約されて
います。

　原田 博議員が、平成28年10月
20日付けで議員辞職をしたことに
伴う議会人事は次のとおりです。
○総務文教委員長　　山崎 年一

○総務文教副委員長　網谷 芳孝

○議会運営委員　　　和田 芳弘

○宮島競艇施行組合議会議員
細川 雅子

議会事務局で販売しています。
大竹市情報公開コーナー、図書館等でも閲覧
できます。
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山本　孝三

山本　孝三
　●核兵器廃絶・核兵器禁止条約締結について

日域　究
　●高齢者が加害者になる「悲惨な交通事故」を防ぐために
　●下水道受益者負担金とは何ですか。時に金額が変わりま

すか

末広　和基
　●新公会計制度導入に向けての固定資産台帳整備・公共施

設等総合管理計画の作成業務，現時点の進捗状況とその
活用に向けての考え方を伺います

　●電子自治体への取り組みの現状と今後の方針について伺
います

田中　実穂
　●食品ロス削減に向けての取り組みは？
　●高齢者の運転免許証の自主返納について
　●地方創生の後押しに「企業版ふるさと納税」の推進を

賀屋　幸治
　●温泉掘削によるマロンの里の活性化について

　
　
国
連
総
会
に
お
い
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
締
結
を
目
指
す
各
国
間
交
渉

が
「
決
議
」
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
や
米
国
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
大
竹
市
も
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議

も
、
国
連
決
議
に
沿
っ
て
、
条
約
締
結

の
実
現
に
向
け
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
被
爆
者
の
国
際
署
名
に
賛
同
、
協
力

す
る
こ
と
を
を
確
認
し
、
安
倍
首
相
に

「
被
爆
国
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

き
」
と
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
民
、
国
際
世
論
・
運

動
と
連
帯
し
、
こ
れ
か
ら
の
市
長
の

思
い
、
そ
し
て
取
り
組
み
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
核
兵
器
は
，
非
人
道
的
で
持
つ
こ

と
も
禁
止
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
核

実
験
を
し
た
国
へ
は
抗
議
文
を
送
付
し
，

核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
て
本
市
の
意
思
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
，「
平
和

問答

へ
の
お
も
い
」
事
業
や
広
報
お
お
た
け

へ
啓
発
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
，
署
名

運
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
国
連
総
会
第
一
委
員
会
で
，
核
兵
器

禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
決
議

案
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
，
核
兵
器
廃

絶
へ
の
大
き
な
一
歩
で
す
。
我
が
国
が

条
約
の
実
現
に
向
け
，
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
よ
う
，
平
和
首
長
会
議
や
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の
加
盟
都

市
と
連
携
し
，
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　締
結
に
つ
い
て
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高根沢町デマンドタクシー

平成22年11月　東京都　大阪府発表

大竹市が裁判所に提出した準備書面より

「
新
公
会
計
制
度
」
導
入
に
向
け
て
の
固

定
資
産
台
帳
整
備
・
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
作
成
業
務
の
活
用
に
つ
い
て
　

大
願
寺
公
募
売
却
予
定
価
格
算
定
の
謎

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
ど
う
決
ま
っ

て
い
ま
す
か

　
　
介
護
保
険
に
関
す
る
視
察
で
人

口
３
万
人
の
栃
木
県
高
根
沢
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
聞
き
驚
い
た
の

は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
す
。
ワ
ゴ

ン
車
で
１
回
百
円
ド
ア
か
ら
ド
ア
ま

で
。
路
線
バ
ス
形
式
と
違
い
登
録
す

れ
ば
ど
こ
で
も
誰
で
も
何
時
で
も
使

え
ま
す
。
運
転
免
許
証
返
納
が
し
易

い
環
境
を
作
り
、
高
齢
者
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
も
導
入
の
検
討
を

し
ま
せ
ん
か
。

　
　
事
業
の
実
施
に
よ
り
運
行
事
業
者

の
本
来
業
務
が
圧
迫
さ
れ
れ
ば
、
公
共
交

通
そ
の
も
の
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
最
寄
り
の
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
守

り
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通

に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
を
、
住
民
自
ら
が

守
り
育
て
、
行
政
も
そ
れ
を
支
援
し
な

が
ら
、
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
３
億
３
，
７
７
７
万
円
だ
っ
た

予
定
価
格
の
計
算
根
拠
は
裁
判
で

や
っ
と
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
身
を

検
証
す
る
と
最
も
不
可
解
な
の
が
下

水
道
負
担
金
㎡
単
価
の
１
１
２
円
で

す
。
上
下
水
道
局
も
３
１
３
円
の
は

ず
だ
と
言
う
こ
の
金
額
の
根
拠
は
。

　　　
本
市
の
受
益
者
負
担
金
は
４
つ
の

負
担
区
が
あ
り
、
汚
水
を
処
理
場
に
送

る
中
継
ポ
ン
プ
場
の
事
業
費
等
に
よ
り

㎡
単
価
が
異
な
り
ま
す
。
１
１
２
円
の

根
拠
は
、
資
料
が
残
っ
て
な
い
た
め
確

認
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
①
　
固
定
資
産
台
帳
整
備
と
公

共
施
設
等
管
理
計
画
と
の
関
連
の
意

味
と
将
来
を
見
据
え
た
場
合
の
具
体

的
活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
　

　
②
　
続
い
て
来
年
度
よ
り
本
格
的

な
複
式
簿
記
の
取
り
組
み
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
①
と
の
連
携
を
前
提
に
し
た
シ
ス

テ
ム
導
入
や
仕
組
み
づ
く
り
の
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
①
　
固
定
資
産
台
帳
整
備
と
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
は
今
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
等
の
全
体
が
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
最
適
な
施
設
配
置
を
長

期
的
な
視
点
で
考
え
る
際
の
指
標
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
②
　
来
年
度
か
ら
導
入
す
る
新
地
方

公
会
計
で
は
、
仕
分
け
方
法
と
し
て
期

末
一
括
方
式
を
採
用
し
、
貸
借
対
照
表

の
分
析
等
を
行
い
ま
す
。

　
　
電
子
自
治
体
推
進
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
い

ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
意
図
す

る
事
に
よ
る
人
材
育
成
や
業
務
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
し
な
ど
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
現
状
に
対
す
る
認
識
と
今
後

い
か
に
あ
る
べ
き
か
伺
い
ま
す
。

　
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
対

策
や
研
修
を
受
講
し
、改
善
を
進
め
ま
す
。

今
後
も
限
り
あ
る
人
的
資
源
を
有
効
に

活
用
し
国
の
示
す
方
針
に
従
っ
て
電
子

自
治
体
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

問

問

答

答

答

答

日域　究

末広　和基

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
検
討
を

問

電
子
自
治
体
へ
の
取
り
組
み
の

　現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

問

下水道分担金
担当部署からの回答金額　318万0800円
（単価112円／㎡×面積4万㎡×有効面積71％）
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多
発
す
る
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
。
被
害
者
は
勿
論
の
事
、
加
害

者
の
家
庭
を
も
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

車
社
会
の
現
代
、
必
需
品
と
も
い
え

る
運
転
免
許
証
で
す
が
、
悲
惨
な
事

故
を
起
こ
す
前
に
勇
気
あ
る
自
主
返

納
を
勧
め
る
た
め
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
割
引
券
な
ど
何
か
特
典
を
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
自
主
返
納
促
進
の
支
援
制
度
は
公

平
性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
誤
操
作
等
の
事
故
は
減
少
す
る
と

考
え
ま
す
。

　
　
食
べ
ら
れ
る
状
態
な
の
に
捨
て

ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」。
日
本
で
は

年
間
６
３
２
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
育
所
や
学
校
で
の
食
育

や
環
境
教
育
を
通
し
て
、
残
さ
ず
食

べ
る
運
動
や
持
ち
帰
り
運
動
な
ど
削

減
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　　
保
育
所
で
は
適
量
の
調
理
・
配
膳

の
ほ
か
食
事
の
基
本
・
楽
し
さ
を
学
び

食
べ
残
し
が
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
用
備
蓄
食
糧
は
期
限
の

迫
る
物
か
ら
消
費
し
て
い
ま
す
。
個
人

備
蓄
の
推
奨
と
民
間
企
業
と
の
災
害
時

食
糧
品
の
応
援
協
定
の
締
結
を
進
め
る

考
え
で
す
。

　
学
校
給
食
の
調
理
・
献
立
の
工
夫
、

学
校
で
の
食
に
関
す
る
指
導
や
残
菜
を

肥
料
に
活
用
す
る
取
組
な
ど
に
よ
り
、

残
食
率
は
約
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
地
方
創
生
の
後
押
し
に「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」の
推
進
に
つ
い
て

　
　
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で

は
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
り
農

業
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
、
空
き
家

や
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
活
性
化

を
目
的
に
平
成
12
年
に
マ
ロ
ン
の
里

交
流
館
が
完
成
し
、
年
間
約
８
万
人

も
の
集
客
と
約
４
千
万
円
の
売
り
上

げ
で
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
近

年
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
特
に
、
冬

季
や
平
日
の
閑
散
期
の
集
客
対
策
が

課
題
で
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定

的
な
集
客
と
収
益
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
対
策
と
し

て
マ
ロ
ン
の
里
に
温
泉
を
掘
削
し
新

た
な
観
光
資
源
の
創
出
に
よ
り
、
地

域
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
全
体
開

発
構
想
に
温
泉
計
画
等
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
当
時
の
経

緯
や
顛
末
と
併
せ
て
温
泉
掘
削
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
マ
ロ
ン
の
里
建
設
に
あ
た
り
、
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

研
究
・
調
査
を
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

報
告
書
に
は
年
間
を
通
じ
て
安
定
的
な

集
客
を
期
待
で
き
る
施
設
と
し
て
温
泉

施
設
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建

設
と
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
利
用
者
の
動
向
を
慎
重

に
把
握
し
、
柔
軟
に
計
画
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
や
、
将
来
的
に
多
大
な
財
政

負
担
を
強
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

留
意
し
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
こ
と
が

特
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
温
泉
施
設
は
、
魅
力
あ
る
施
設
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
な
経
営

面
へ
の
不
安
感
か
ら
、
検
討
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

　
　
　
　
　自
主
返
納
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は
？

問問

温
泉
掘
削
に
よ
る

マ
ロ
ン
の
里
の
活
性
化
に
つ
い
て

問

答

答

答

田中　実穂

賀屋　幸治

て
ん 

ま
つ

閑散期の「マロンの里交流館」

市の考えを問う
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14日

20日
２1日
２6日

２7日
11日
12日

16日
１8日

２３日～２４日

【視察来訪】
25日

4日

７日～９日
１５日～１７日

24日

1日
3日

5日

6日

７日

議会日誌
基地周辺対策特別委員会
総務文教委員会
生活環境委員政策研究会
総務文教委員会先進地事例調査研究
生活環境委員会先進地事例調査研究
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
本会議
沖縄県の基地負担軽減を考える議員
有志の会　第1回沖縄協議会員
総務文教委員会
総務文教委員政策研究会
生活環境委員会
生活環境委員協議会
生活環境委員政策研究会
基地周辺対策特別委員会
小方地域まちづくり対策特別委員会
議会改革調査会

本会議
議員全員協議会
生活環境委員協議会
広報広聴特別委員会
議会改革調査会
沖縄県の基地負担軽減を考える議員
有志の会　官邸訪問
広報広聴特別委員会
広報広聴特別委員会
小方地域まちづくり対策特別委員会
生活環境委員政策研究会
議会改革調査会
西部ブロック市議会議員研修会
基地周辺対策特別委員会
石油基地防災対策都市議会協議会
第１１６回役員会（静岡市）

埼玉県鴻巣市議会
　「地域公共交通について」

11月

12月

11 月～1 月

1月

1月

一 般 質 問第4 回定例会

議　案　な　ど

児
玉
朋
也

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果

認第７号 平成２７年度大竹市一般会計決
算 − ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● 認定

認第８号 平成２７年度大竹市国民健康保
険特別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第12号 平成２７年度大竹市土地造成特
別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● 認定

認第13号 平成２７年度大竹市介護保険特
別会計決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第62号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算（第４号） − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第60号 市道路線の認定について − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳情第3号
晴海臨海公園整備事業における
多目的ゾーン等を整備すること
を求める陳情

− ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● 採択

第４回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。 ―: 議長　○ : 賛成　●：反対
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陳情書名
陳情提出者 要　旨 ●付託委員会　○委員会の討論

　【委員会の結果】 【本会議の結果】

小方小学校移転跡地に
「公園」設置陳情

小方一丁目南自治会
会長　飯森 仁志
ほか２団体

①地区自治会の各種イベントが出来る広場であること
②幼児～高齢者までが使用できる広場であること
③小方小学校跡地としてのモニュメントを設置す

ること
④災害対策本部が設置された際の第２次避難場

所の新規指定

●小方地域まちづくり対策特別委員会

○「旧小方小・中学校跡地の利活用の
動向（現在発注の小方地区まちづく
り基本構想）を踏まえて審査する必
要がある」

【継続審査】

【継続審査】

港町ポンプ場の移転までにお
ける対応についての陳情

港町一丁目自治会
会長　小幡 哲雄

　今秋オープンの株式会社コメリの開店後につい
て、車の渋滞が予想される。ついては、当自治会の
案であるが、港町ポンプ場が移転すると渋滞は大
分緩和されると思う。平成２４年開催の地区懇談
会の時に移転は岩国大竹道路の工事と合わせて
になるとの土木課の回答であったが、大林組の敷
地側道路を広くして、車の通り抜けを検討するとの
話もあった。現在、大林組はここを使っていないの
で、応急的に検討して頂きたい。

●生活環境委員会

○「大型商業施設開店後の交通状況を
踏まえて審査する必要があるため」

【継続審査】

【継続審査】

晴海臨海公園整備事業にお
ける多目的ゾーン等を整備す
ることを求める陳情

大竹市立戸一丁目６番１号
大竹市総合型地域スポーツクラブ
会長　冷泉　洋治

　体力・健康づくりへの関心の高まりを背景にス
ポーツに親しむ市民が増えてきている中、晴海臨
海公園整備事業の第１期工事により、スポーツゾー
ン及びシーサイドゾーンの一部が完成し、テニスや
野球等が盛んに行われています。
　子どもから高齢者まで、スポーツや健康づくりを
通じて、豊かで活力のある生活を実現するための
環境づくりとして、引き続き多目的ゾーン等につい
ても着工していただき、整備してくださるよう、よろ
しくお願いいたします。

●生活環境委員会

○「早期に整備をしてほしいとの市民
の思いが今回の陳情へとつながった
と思う。多額の費用を要するが、市民
にとっては夢であり陳情の趣旨は十
分理解できる。」

○「整備には多額の費用を要すことに
なり、本市の財政状況を考慮すると
他にも取り組むべき日常生活に関す
る課題などがあるものと考える。」

【採択】

【採択】

陳情・請願・意見書

本会議での討論　　―晴海臨海公園事業における多目的ゾーン等を整備することを求める陳情―
【反対】「陳情の趣旨はよくわかるが、耐震性のない公共施設の整備や新町ポンプ場の完成など市民の安心安

全のための事業をしてほしい。莫大な費用を要する早期の公園整備陳情には反対せざるを得ない」

【賛成】「多くの市民が早期の整備を待ち望んでいる。また，公園の整備は、未来を見据えた子どものため、
高齢者の健康増進にも寄与すると思われるため賛成」

政務活動費の公開について
平成27年度分（9月～3月の議員分）政務活動費収支報告書を市ホームページで公開しています。　　
【大竹市ＨＰ→市議会のページ→政務活動費】
　領収書については情報公開の手続きが必要となりますのでご了承ください。
　詳しくは，大竹市議会事務局までお問い合わせください。
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解説

先 進 地 事 例 調 査 研 究
平
成
28
年
11
月
15
日
・
17
日

【
下
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

　
仙
台
市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
現
在

99
％
以
上
。施
設
の
老
朽
化
、予
算
の
縮
減
、

職
員
減
少
な
ど
業
務
上
の
問
題
を
包
括
的

に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
平
成
25
年
度

か
ら
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
本
格
的

に
導
入
し
て
い
る
。
６
百
回
を
超
え
る
会

議
を
開
催
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、

リ
ス
ク
評
価
基
準
や
投
資
判
断
基
準
等
を

整
備
し
た
。
導
入
後
は
、

①
目
標
を
定
め
て
成
果
指
標
を
計
測
す
る
。

②
リ
ス
ク
評
価
に
耐
え
う
る
予
算
策
定
。

③
仕
事
は
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
従
っ
て
や
る
。

等
の
変
化
が
み
ら
れ
と
の
こ
と
。

　
本
市
も
公
共
下
水
道
事
業
の
持
続
可
能

性
に
向
け
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
の
向
上

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
将

来
像
を
学
ぶ
上
で
有
効
な
視
察
と
な
っ
た
。

―

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は―

　
施
設
管
理
に
必
要
な
費
用
、
人
員
を

投
入
し
良
好
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に

供
給
し
て
い
く
た
め
の
事
業
運
営
を
行

う
こ
と
。

【
新
し
い
総
合
事
業
と

　
　
　「
花
の
丘
」
で
の
取
り
組
み
】

　
国
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う

新
し
い
総
合
事
業
を
、
高
根
沢
町
は
平

成
28
度
か
ら
先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
担
い
手
の
一
つ
で
あ
る
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
た
す
け
あ
い
エ
プ
ロ
ン
」
を
訪
れ
た
。

こ
こ
は
介
護
保
険
制
度
開
始
以
前
に
、

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
精
神
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
設

立
さ
れ
た
。
現
在
は
介
護
保
険
事
業
を

は
じ
め
、
子
育
て
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
平
成
26
年
オ
ー
プ
ン
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
花
の
丘
」
は
、
誰
で

も
来
ら
れ
る
常
設
型
の
「
居
場
所
」
と

し
て
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
で
あ

る
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
本
市

に
と
っ
て
、
支

え
る
人
も
支
え

ら
れ
る
人
も
共

に
生
き
生
き
と

過
ご
す
「
花
の

丘
」
の
事
業
は

大
変
参
考
に

な
っ
た
。

平
成
28
年
11
月
16
日

【
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　
市
は
平
成
28
年
度
か
ら
小
方
新
駅
を

中
心
と
し
た
小
方
ま
ち
づ
く
り
構
想
策

定
事
業
を
進
め
て
い
る
。
当
特
別
委
員

会
で
は
、
構
想
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
や
手

法
を
学
ぶ
た
め
、
駅
周
辺
の
開
発
を
行
っ

て
い
る
岩
手
県
紫
波
町
の
ま
ち
づ
く
り

を
視
察
し
た
。

　
紫
波
町
は
東
洋
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
と
協
定
を
む
す
び
、
公
共
用
地

と
し
て
町
が
取
得
し
て
か
ら
10
年
以
上

放
置
さ
れ
て
い
た
JR
紫
波
中
央
駅
前
に

あ
る
町
有
地
10.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、

「
紫
波
町
Ｐ
Ｐ
Ｐ（※

）
可
能
性
調
査
」

を
行
い
、
公
民
連
携
の
手
法
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
行
政
内
部
の
公
民
連
携
室
と
民
間
の

特
定
目
的
会
社
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ

ザ
株
式
会
社
が
公
民
連
携
の
推
進
力
と

な
っ
た
。

　
公
民
連
携
基
本
計
画
（
議
会
議
決
有
）

を
策
定
す
る
際
に
は
、
町
民
の
理
解
を
得

る
た
め
に
対
話
を
繰
り
返
し
、
更
に
住
民

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
こ
と
で
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に

魂
を
入
れ
る

作
業
を
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
斬
新
さ
は
、

あ
り
き
た
り

の
公
共
事
業

か
ら
脱
却
し
、

公
共
イ
ン
フ

ラ
に「
稼
ぐ
機
能
」を
付
加
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

　
小
方
新
駅
を
含
め
て
、
小
方
小
中
学
校

の
跡
地
の
利
活
用
と
周
辺
の
魅
力
づ
く
り

は
本
市
の
け
ん
引
力
と
な
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
、

若
者
、
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
と
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
特
別
委
員
会

の
役
割
の
重
さ
を
再
認
識
し
た
視
察
と

な
っ
た
。

（※

）
公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
枠
組
み

生
活
環
境
委
員
会

委
員
長
　
細
川
　
雅
子

宮
城
県
仙
台
市

11
月
15
日

小
方
地
域
ま
ち
づ
く
り

対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
細
川
　
雅
子

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波

栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町

11
月
17
日

紫波マルシェ
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平
成
28
年
11
月
７
日
〜
９
日

【
多
治
見
市
第
７
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
】

　
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
多
治
見
市
議

会
の
取
り
組
み
は
、
全
議
員
を
委
員
と
す

る
総
合
計
画
策
定
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

議
会
と
し
て
の
合
意
形
成
を
委
員
会
と
し

て
決
定
す
る
と
決
し
、
以
後
７
カ
月
間
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
審
議
・
議
論
を
重
ね
、

市
長
に
対
し
て
追
加
修
正
案
８
事
業
を
要

望
書
と
い
う
形
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
事
業
の
う
ち
７
事
業
は
議
会
の
要
望

に
沿
っ
た
形
で
計
画
に
修
正
・
追
加
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
「
議
会
が
総
意
と
し
て
決

定
し
た
要
望
を
行
政
サ
イ
ド
が
重
く
受
け

止
め
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
計
画

段
階
か
ら
議

会
の
か
か
わ

り
を
重
視
さ

れ
「
議
員
一

人
一
提
案
」

で
は
90
事
業

の
提
案
が
な

さ
れ
議
員
の

積
極
的
な
か

か
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
た
１
７
４
事
業
を
３
つ
の

分
科
会
で
「
議
員
間
討
議
」
に
か
け
て
審

査
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。「
議
員
一
人
一
提
案
」
や
「
議

員
間
討
議
」「
議
会
の
合
意
形
成
に
よ
る

事
業
要
望
」
な
ど
、
学
ぶ
べ
き
事
例
が
多

く
あ
り
、
第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
向
け

た
本
市
議
会
の
取
り
組
み
と
し
た
い
も
の

で
す
。

「
茅
野
市
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

　
中
・
高
校
生
を
中
心
に
「
子
ど
も
の

手
に
よ
る
子
ど
も
会
」
を
目
指
し
、
自

分
た
ち
で
事
業
の
立
案
・
検
討
・
実
施
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
積
極
的
に
行
動
す
る

力
、
仲
間
と
協
力
し
て
成
功
を
目
指
す
力
、

仲
間
や
世
代
間
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
な
ど
が
経
験
で
き
る

よ
う
に
活
動
の
場
を
広
げ
、
す
べ
て
の

事
業
を
子
供
た
ち
だ
け
で
作
り
上
げ
る

力
を
養
う
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
他
の
模
範
と
な
る
実
績
を
長
年
残
し

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
国
や
県
か

ら
の
各
種
団
体
表
彰
な
ど
多
数
の
栄
誉

は
参
加
者
や
関
係
者
な
ど
に
多
く
の
励

ま
し
と
な
り
好
循
環
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
本
市
で
は
、
生
涯
学
習
課
の
取
組
で

あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
中

高
生
主
体
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
、

行
政
が
よ
り
関
連
性
と
連
続
性
を
深
め

て
お
り
ま
す
。
行
政
と
大
人
の
関
り
、

支
援
で
大
き
く
飛
躍
す
る
の
が
子
ど
も

た
ち
で
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
フ
ル
た
け
と
よ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

　
こ
の
「
ク
ラ
ブ
」
は
「
小
さ
く
生
ん
で
、

大
き
く
育
て
る
」
を
理
念
に
幼
児
か
ら
小

中
学
生
を
中
心
に
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と

し
て
会
費
や
助
成
金
で
独
立
し
た
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
費
も
比
較
的

安
易
で
希
望
者
が
多
く
ど
の
教
室
も
満
杯
。

補
助
金
の
獲
得
に
奔
走
す
る
状
況
で
、
財

政
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
と
は
財
政
面
・
組
織
面
に
お
い
て
大

き
な
開
き
が
あ
る
と
感
じ
、
本
市
に
お
い

て
も
独
立
し
た
組
織
と
し
て
活
動
で
き
る

体
制
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
高
齢
者
の
健
康
増

進
・
医
療
費
抑
制
の
観
点
か
ら
高
齢
者
の

ク
ラ
ブ
編
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
貢
献

し
た
い
と
の
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。
本
市

に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
団
体
の
育
成
・

支
援
が
必
要
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
山
崎
　
年
一

岐
阜
県
多
治
見
市

11
月
７
日

長
野
県
茅
野
市

11
月
８
日

愛
知
県
武
豊
町

11
月
９
日

議
会
を

　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ

め
行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

３
月
議
会
日
程（
予
定
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
２
日（
木
）

　
常
任
委
員
会
　
　
３
月
２
日（
木
）

　
　
　
〃
　
　
　
　 

３
月
３
日（
金
）

　
特
別
委
員
会
　
　
３
月
６
日（
月
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
８
日（
水
）

　
　
　（
予
備
日
）　
３
月
９
日（
木
）

　
予
算
特
別
　
　
　
３
月
1３
日（
月
）

　
　
　
委
員
会
　
　
　
〜
1６
日（
木
）

　
本
会
議
　
　
　
　
３
月
2４
日（
金
）

多治見市
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元気いっぱいな「エレメンタリーⅠ」クラス

第
15回

ス
マ
イ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ああ
とと
がが
きき広

報
広
聴
特
別
委
員

河野さん 新本さん

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ（
ア
ビ
ー
ト
）
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
創
立
14
年
目
の
ク
ラ
ブ
で
、
市
の
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ
で
す
。
人
数
は
約
80
名
で
、

大
竹
市
内
外
の
３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の

子
ど
も
達
が
い
ま
す
。
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
合
わ
せ
て
10
ク
ラ

ス
あ
り
、
３
人
の
先
生
が
各
々
の
ク
ラ
ス

を
教
え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
で
す
ね
。

　
中
・
高
校
生
は
10
年
近
く
通
っ
て
い
ま

す
が
、
今
は
部
活
後
に
来
て
い
る
子
が
大

半
で
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
卒
業
生
は
コ

ン
サ
ー
ト
の
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
の

で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
場
は
？

　
２
年
に
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
ほ
か
、

公
民
館
ま
つ
り
、コ
イ・こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
年
間
10
回
程
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
の
慰
問
は
、
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、

一
緒
に
歌
っ
た
り
と
、
入
居
者
の
方
々
と

の
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
い
る
の
で
、

と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
を
ま
と
め
、
運
営
し
て
い
て
思
わ

れ
る
こ
と
は
？

　
財
政
的
に
は
少
々
き
つ
い
の
で
す
が
、

市
の
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
な
の
で
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ブ
を

保
護
者
と
共
に
支
え
て
い
き
た
い
と
日
々

思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
９
月
に
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
委
員
に
な
っ
て
２
回
目
の
正
月
を

迎
え
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
議
会
活
動

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と

に
専
念
し
て
参
り
ま
し
た
。「
笑
顔
・
元

気 

か
が
や
く
大
竹
」
を
テ
ー
マ
に
議
会

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
、
更
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
に

議
会
や
各
委
員
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
各
議
員
が
議
会
活
動
を
通

じ
て
平
素
か
ら
議
会
並
び
に
各
委
員
会

で
議
員
自
身
の
取
り
組
ん
で
い
る
政
策

の
内
容
等
が
判
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
委
員
会
も
ど
の
よ
う
に
議

論
し
て
、
委
員
会
採
決
等
が
成
さ
れ
て

い
る
か
が
ご
理
解
さ
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
広
聴
特
別
委
員
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
、
議
会
活
動
が
わ
か
り

や
す
く
よ
り
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

に
日
々
研
鑽
し
て
広
報
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
楽
し
い
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
内
容
等
の
改
善
を
計
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　委 

員 

長 

山  

崎  

年  

一

　副
委
員
長 

和  

田  

芳  

弘

 
 

末  

広  

和  

基

 
 

賀  

屋  

幸  

治

 
 

北  

地  

範  

久

 
 

西  

村  

一  

啓

 
 

日  

域    

　究

市
議
会
だ
よ
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

発
行
・
平
成
29
年
２
月
１
日
　
大
竹
市
議
会
　
広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
11
–
１
　
　
℡ 

0
8
2
7
–
5
9
–
2
1
8
3

第１５回のインタビューは、ダンスサークルＡＢＥＡＴクラブの
代表　河野ちさ子さんと　会計新本　芳江さんです。

高橋さいこ先生と
レッスン (^^)

ダンス
　大好き☆ダンス

　楽しい！
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